
⼩陳 左和⼦
（KOJIN, Sawako）

東北⼤学附属図書館事務部⻑

2021年2⽉15⽇(⽉) 2020(R2)年度⼤阪⼤学職員研修

コロナ禍＆地震に直⾯して



22021年2⽉13⽇(⼟) 23:08頃の地震



32021年2⽉13⽇(⼟) 23:08頃の地震
主な被害
• 天井からの漏⽔
• 空調設備、サーバ・ネットワーク機器の稼働不能
• 図書の落下（推定11万冊）、⼀部⽔損

被害確認・復旧作業
• 2/13(⼟) 23:30〜26:45
• 2/14(⽇) 9:30〜18:00
• 2/15(⽉) 8:30〜

当⾯の開館計画（2/15から）
• 本館︓平⽇9-17時（夜間・休⽇開館中⽌）

復旧状況に応じて、利⽤可能エリア・サービスを限定
• 各分館︓当⾯、臨時休館



4本⽇の内容

国⽴情報学研究所(NII)主催
第9回「4⽉からの⼤学等遠隔授業に関する取組状況
共有サイバーシンポジウム」（2020年5⽉29⽇）
https://www.youtube.com/watch?v=nUUp4Qu2acw
で話した内容のアップデート

• コロナ禍の国⽴⼤学図書館の概況

• 東北⼤学と附属図書館の状況・取り組み

• いま考えること、これから考えたいこと

https://www.youtube.com/watch?v=nUUp4Qu2acw


コロナ禍の国⽴⼤学図書館



6saveMLAK による全国図書館の動向調査

https://savemlak.jp/wiki/covid-19-survey

https://savemlak.jp/wiki/covid-19-survey


7公共図書館の全国動向調査

・2020年4⽉以降、⽉1~2回程度作業
・全国1,700館強のウェブサイトを確認
・有志15〜30⼈程度で分担
・調査結果データはCC0で公開
・毎回調査結果概況をプレスリリース

※CC0=いかなる権利も保有せず、
他者が⾃由に再利⽤可



8国⽴⼤学図書館の全国動向調査

https://savemlak.jp/wiki/ファイル:COVID-19_国⽴⼤学図書館.xlsx

・2020年5⽉2⽇以降、毎週末作業
・86⼤学の中央館のウェブサイトを確認
・⼩陳＋某国⽴⼤学図書館職員の2名
・調査結果データはCC0で公開

https://savemlak.jp/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:COVID-19_%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8.xlsx


9国⽴⼤学図書館の全国動向調査

https://current.ndl.go.jp/node/41722

https://current.ndl.go.jp/node/41722
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※saveMLAK ニュースレターはクリエイティブ・コモンズライセンスにより提供、配布しています。複写・配布等、自由にしていただいて構いません 

saveMLAKプロジェクト 
2021/1/12行 

saveMLAK 
ニュースレター 

67 号 

 
国ཱི学図書館の開館ಊ向査はຘ週継続 

 
saveMLAK では、COVID-19 の影響による公共図

書館の動向調査が定期的に行われ、その結果は新聞
記事等にも活用されていますが、国立大学図書館
（全 86 大学）の動向についても、5 月以降毎週調
査し、結果を公表しています。公共図書館の調査担
当者はコアメンバー＋その都度募集なのに対し、こ
ちらの方は今のところ 2 名で分担しています。調査
開始のきっかけや、その後の経緯についておしし
ておきましょう。 
 

国立大学図書館協会のメーリングリストで各館
の COVID-19 対応に関する情報共有が開始された
のは２月 28 日(金)で、その日から早速、ྡ 時休館や
学外者利用休止、開館時間短縮などの報告が次々と
送信されていきました。日々流れてくる情報を確認
しながら、自館の対応を検討するための参考にして
いましたが、一方で、これらの情報をフローのまま
にしておくのではなく、ストック、つまり記に残
していく必要があるのではないか、と直感的に思い
ました。そう感じたのは、東日本大震災の際に被災
地・宮城にいて、図書館は記を収集するとともに、
自ら残すことも重要な役割であることを実感した
経験があったからでした。 

 
 
 
 

少しずつ各館の状況をまとめ始めた時に、この情
報を必要としている人は他にもいるのではないか、
そして、定期的に更新していくことで推移を追える
ようにできるのではないか、と考えました。そして、
４月中旬に公共図書館の調査が CC0 で公表を開始
されたのを知り、「あぁ、やはり同じことを考える
人々がここにいる」と心強く思い、自分の調査も同
じ場所で公開してもらおうと、準備を始めました。 

自分の作業の持続可能性を考ྂして、平日は諦め
て毎週土曜に確認することとし、Excel のシートで
各週の情報を増やしていくこと、調査項目を決めて、
データをある程度正規化してフィルタ機能で集計
できるようにすることなどを決めました。そして、
記入を開始したのが、緊急事態宣言まっただ中の 5
月 3 日(日)、saveMLAK サイト（※1）に国立大学
図書館の項目を立ててもらい、ファイルの掲載を始
めたのが 5 月 15 日(金)で、その後は毎週土曜か日
曜に更新ファイルを掲載しています。 
 

５月 29 日(金)に NII のオンラインシンポジウム
（※2）で国立大学図書館や自館の状況を報告する
機会を得て、saveMLAK 調査についても紹介したの
ですが、その日の夜に 1 本のメッセージをいただき
ました。国立大学図書館に勤務されている箱田愛さ
んからの「よろしければ明日の調査を手伝わせてい
ただけませんか」とのご࿊絡でした。それまで、毎
週一人で作業する覚悟はできていたものの、有志が
協働するというのが saveMLAK という組織の重要
なコンセプトだと思っているので、単独で作業とい
うのはいかがなものか、と感じていた矢先のたいへ
んありがたいお申し出でした。 

 
その後は、Dropbox の共有フォルダにファイルを

置き、86 大学を 2 人で半分ずつ調査しています。
今週私が北・東を担当したら翌週は西・南というよ
うに交代することによって、週を跨いでのダブルチ
ェックも自然に行えるようにしました。 

国⽴⼤学図書館調査・公開のきっかけ

https://savemlak.jp/savemlak/images/d/db/saveMLAK_Newsletter_20210112.pdf

https://savemlak.jp/savemlak/images/d/db/saveMLAK_Newsletter_20210112.pdf


11国⽴⼤学図書館の全国動向調査（グラフ）
データのCC0公開により、他の⽅がグラフを作成・公開

ブログ 「やわらか図書館学」 https://yawatosho.hateblo.jp/entry/2020/06/07/014725

https://yawatosho.hateblo.jp/entry/2020/06/07/014725
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13⽂科省アンケートによる国・公・私⽴の⽐較
⽂部科学省 研究振興局参事官（情報担当）付 学術基盤整備室

「⼤学図書館における各種サービス実施状況」（メールによるアンケート調査）結果より

※ COVID-19以外の理由による休館は除外
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14東北地区の⼤学図書館の動向まとめ

http://www.library.tohoku.ac.jp/tohokuchiku/corona_action2020.pdf

東北地区⼤学図書館協議会（国公私⽴⼤学・短期⼤学）加盟50館の
取り組みをまとめてウェブサイトで公開 〔2020年9⽉上旬時点〕

http://www.library.tohoku.ac.jp/tohokuchiku/corona_action2020.pdf


コロナ禍の東北⼤学附属図書館

(1) 対応の経緯，サービスの拡⼤・縮⼩
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⽉ ⽇ 東北⼤学
BCPレベル

附属図書館
サービスステップ

03 03(⽕) 新型コロナウイルス感染症対策
本部会議（議⻑︓総⻑）設置

グループ学習室の利⽤休⽌

30(⽉) 不要不急の出張・旅⾏、⾏事の
中⽌・延期を要請

県外利⽤者の古典資料閲覧
予約休⽌

31(⽕) 座席間隔の拡⼤・椅⼦の間引き
04 01(⽔) 利⽤者⽤PCの利⽤休⽌

05(⽇) 学内1例⽬の感染者判明
07(⽕) 2 ⾏動指針(BCP)策定 開館時間短縮（平⽇9-17時）

学外者の⼊館利⽤休⽌
08(⽔) 3 対策本部から図書館休館の指⽰
13(⽉) 0 臨時休館の開始
20(⽉) 4 オンライン授業開始
21(⽕) 「⼤学⽣のレポート作成⼊⾨」

講義動画配信開始
22(⽔) 「⾃宅で利⽤できる電⼦資料」

ウェブページ公開

東北⼤学附属図書館の対応の経緯 - 1
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⽉ ⽇ 東北⼤学
BCPレベル

附属図書館
サービスステップ

05 14(⽊) 4 1 教員等へ取置貸出を開始
20(⽔) 3 学⽣へ郵送貸出を開始

06 01(⽉) 2 ⼀部の教室を学⽣に開放 ILLサービスを再開
22(⽉) 1 2 限定開館開始（平⽇9-17時）

滞在30分以内、座席使⽤禁⽌
07 01(⽔) 実験等 ⼀部の対⾯授業を再開

03(⽔) 「課外活動ガイドライン」策定
08(⽔) 「附属図書館サービス再開ロード

マップ」策定
13(⽉) 3 座席使⽤再開、学外者予約貸出

10 01(⽊) 対⾯授業とオンライン授業の
併⽤開始

4 開館時間延⻑（平⽇9-20時）
座席数拡⼤、ガイダンス等再開

11 01(⽇) 休⽇開館再開（休⽇13-18時）
01 09(⼟) 2 休⽇開館延⻑（休⽇13-20時）

19(⽕) 図書館BCP策定

東北⼤学附属図書館の対応の経緯 - 2



18東北⼤学における感染症対策の学内体制



19附属図書館サービス再開ロードマップ

ステ
ップ

開館時間 貸出 ⼊館 施設利⽤ 展⽰
イベント

0 全⾯休館 休⽌ 不可 不可 不可

1 休館 教員: 事前予約、
窓⼝引渡し

学⽣: 郵送貸出

2 平⽇9-17時 学内: 通常貸出
市外在住学⽣: 
郵送貸出

学内: 可
(滞在30分)
学外: 不可

座席利⽤不可

3 学内: 通常貸出
市外在住学⽣: 

郵送貸出
学外: 窓⼝引渡し

学内: 可

学外: 不可
(古典資料
閲覧予約は
受付)

座席可(65%減)
個室利⽤不可
共⽤PC不可

4 平⽇9-20時
休⽇13-20時

座席可(30%減)
個室利⽤可
共⽤PC不可

展⽰可
⼩規模イベント可

5 通常︖
平⽇8-22時
休⽇10-22時

学内: 通常貸出
学外: 通常貸出︖

学内: 可
学外: 可︖

グループ学習可︖
共⽤PC利⽤可︖

展⽰可
通常イベント可︖

4/13〜

5/18〜

6/22〜

7/13〜

10/1〜

2020/7/10策定，9/17改訂

?/?〜
https://www.bureau.tohoku.ac.jp/covid19BCP/pdf/campus/COVID-19_Library_Roadmap.pdf

https://www.bureau.tohoku.ac.jp/covid19BCP/pdf/campus/COVID-19_Library_Roadmap.pdf


20東北⼤学の⾏動指針（BCP） 抜粋

!
"
#

研究活動 授業 学⽣の
課外活動

事務体制 図書館

0 通常 通常 通常 通常 通常

1 各部局の管理体制
による感染防⽌対
策徹底で活動可

対⾯にオンライン
併⽤

ガイドライン
により許可

ほぼ通常だが、時差
出勤・1〜3割程度
の在宅勤務推奨

短縮開館(時間
外・休⽇開館有)

2 現場滞在時間減ら
し、可能な場合は
⾃宅作業推奨

原則オンライン
（実験・実習等
のみ対⾯可）

全⾯禁⽌ 時差出勤・3割程度
の在宅勤務推奨

短縮開館(時間
外・休⽇開館有)

← イマココ

3 研究室⽴⼊関係
者限定、それ以外
は⾃宅作業

オンラインのみ 全⾯禁⽌ ⼀部業務遅滞許可、
時差出勤・5割程度
の在宅勤務

平⽇9-17時

4 必要最⼩限の活動
に限定、交代制で
研究室⽴⼊

オンラインのみ 全⾯禁⽌ 必要最⼩限が交替
出勤、7〜8割程度
の在宅勤務

休館(取置貸出・
郵送貸出あり)

5 最低限維持のため
部局⻑許可制、交
代で⼀時⼊室のみ

オンラインのみ
（教員も学内か
らの授業禁⽌）

全⾯禁⽌ 出勤が必要な緊急
業務以外は原則在
宅勤務

全⾯休館(職員
も在宅・オンライン
対応のみ）

4/17〜

5/18〜

6/1〜
1/8〜

6/19〜

2020/4/7制定，7/21改訂，9/8改訂，2021/1/8改訂

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/newsimg/20210108_bcp.pdf

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/newsimg/20210108_bcp.pdf


21附属図書館本館の⾏動指針（BCP）

!
"
#

開館等 閲覧席 館内貸出 郵送貸出 学外者 貴重書閲覧
(研究⽬的)

0 通常 通常 通常 あり 通常 通常

1 短縮 (時間外・休
⽇開館あり)

使⽤可
(35%減)

通常 仙台市外
在住の学⽣

取置貸出
(⼊館不可)

事前予約, 居住地
の感染状況による

2 短縮 (時間外・休
⽇開館あり)

使⽤可
(60%減)

通常 全学⽣ 取置貸出
(⼊館不可)

感染拡⼤地域から
の来館不可

3 平⽇9-17時(時間
外・休⽇開館なし)

使⽤可
(60%減)

通常 全学⽣ 利⽤不可 不可

4 休館 使⽤不可 ⼊構できる
研究者対象, 
取置貸出

全構成員 利⽤不可 不可

5 全⾯休館(職員も
在宅勤務)

使⽤不可 不可 不可 利⽤不可 不可

2021/1/19公開

http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2020/20210119_bcp_libservice.pdf

http://www.library.tohoku.ac.jp/news/2020/20210119_bcp_libservice.pdf


22開館時間変更の推移
平⽇ 休⽇

休⽇延⻑ （1/9〜） 9〜20時 13〜20時

休⽇再開 （11/1〜1/8） 9〜20時 13〜18時

2学期開始（10/1〜10/31） 9〜20時 休 館

限定開館 （6/22〜9/30） 9〜17時 休 館

臨時休館 （4/13〜6/21） 休 館 休 館

短縮開館 （4/7〜4/12） 9〜17時 休 館

通常開館 （〜4/6） 8〜22時 10〜22時

※平⽇8-9時・平⽇17時以降・休⽇は学⽣アルバイトで運⽤

※当初計画との⽐較
開館⽇数 31.5%減
開館時間 52.8%減
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⼟⽇祝⽇
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主に図書館を利⽤する時間帯

利⽤者アンケートから

現状で充分
18%

平⽇の朝
(8-9時)
6%

夜間延⻑
(20-22時)
39%

休⽇の午前
(10-13時)
37%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

開館延⻑を最も希望する時間帯

（複数回答可）

2020年12⽉11⽇(⾦)〜2021年1⽉17⽇(⽇)実施 ／ 回答者144名



コロナ禍の東北⼤学附属図書館

(2) 休館中にやったこと
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【⽬的】 ・地域内・学内・館内で感染者や濃厚接触者が
発⽣した場合に迅速な把握・対応を⾏うため
・在宅勤務の体制を検討するため

【管理】 ・Googleスプレッドシートで部課⻑4名が共有

4⽉早々にやったこと

所属 ⽒名 電話番号 住所 通勤⼿段 同居者
携帯電話 ⾃宅 実家等 ⾞ 電⾞等 徒歩等

事務部 ⼩陳左和⼦ 090-xxxx - 076xxx ⻘葉区xxx 徒歩 ×

総務課

総務係

会計係

東⽇本⼤震災の経験をふまえて…

※このほかに、⾃宅のPC・ネットワーク環境も調査

館内職員連絡リストの作成



26休館中にできたこと - 1
キャンパス⼊構が許可された教員等への蔵書貸出・複写
〔事前申込・時間予約・窓⼝引渡し〕

臨時休館中 5⽉14⽇(⽊)〜6⽉19⽇(⾦)

【背景】 ・4/13の臨時休館以降、貸出を全⾯休⽌していた
・⼤学BCPにより、教員や⼀部の院⽣のみが⼊構を許可されていた

【利⽤統計】（全学・27⽇間）
932⼈ ／ 2,211冊

【対応】
・⼊館者ができるだけ重複しない

ように、予約時に時間調整
・⼊館者の記録（⽒名、⼊退館
時刻、対応職員名）
・窓⼝へのアクリルボード設置
・通路へのフットプリント貼付
・マスク着⽤、⼿指消毒



27休館中にできたこと - 2
学⽣への蔵書〔郵送〕貸出・複写

※ 開館後は仙台市外に在住の学⽣のみを対象

臨時休館中 5⽉20⽇(⽊)受付開始

【背景】 ・5⽉上旬の時点で、宮城県外に滞在する学⽣が17%いた
・⼤学BCPにより、教員や⼀部の院⽣のみが⼊構を許可されていた

【利⽤統計】 ・休館中(24⽇間) 613件 ／ 943冊
・開館後(86⽇間) 28件 ／ 46冊
※ 1⽇最⼤ 79件 ／ 124冊 発送

【対応】 ・郵送料は図書館運営費で負担
（郵送で返却する場合は利⽤者負担）
・1⼈2回まで、1回2冊まで
・メールで申込
・レターパックプラスで発送 ※ ⼤型本は宅配便

〔1通520円，追跡サービス付き〕

開館再開後 継続中

【郵送経費】 約35万円 [11/4 時点]



28参考︓〔国⽴⼤学〕 蔵書の郵送貸出の状況

•郵送貸出の実施 49館（57%）
※5⽉以降、短期間でも条件付きでも実施した館
※3⽉末から開始した館もあり

•郵送料⾦（図書館→利⽤者）の負担
⼤ 学︓37館（76%）※回数・冊数限定も含む
利⽤者︓ 9館（18%）
不 明︓ 3館
※返却の郵送料⾦は、ほとんどが利⽤者負担

• 2⽉も継続中 33館（38%）

※ saveMLAK 国⽴⼤学図書館調査による



29学⽣向け郵送貸出の統計
第1期 [休館中]︓2020年5⽉22⽇(⾦)〜6⽉24⽇(⽔) 24⽇間

全学⽣対象（1⼈2回まで、1回2冊まで） 613件 ／ 943冊

第2期 [開館後]︓2020年6⽉25⽇(⽊)〜2021年1⽉13⽇(⽔)
仙台市外在住の学⽣のみ対象 37件 ／ 61冊

第3期 [レベル2]︓2021年1⽉14⽇(⽊)〜2021年2⽉12⽇(⾦)
(市外在住含む) 全学⽣対象 46件 ／ 72冊

合計 696件 ／ 1,076冊
（郵送経費︓約37万円）



30参考︓東京学芸⼤学附属図書館の取り組み

http://library.u-gakugei.ac.jp/mol/shoka/index.html

http://library.u-gakugei.ac.jp/mol/shoka/index.html


31休館中にできたこと - 3
シラバス掲載図書の電⼦ブック購⼊
• 2019年度までの電⼦ブック購⼊タイトル数
16,705 タイトル ※⼤規模総合⼤学としてはかなり少ない

• 2020年度は、シラバス掲載の教科書・参考書を
可能な限り電⼦ブックで購⼊しよう︕

⽂学部 509冊 16冊 37冊 53冊 10.4%
教育学部 110冊 3冊 7冊 10冊 9.1%
法学部 212冊 1冊 35冊 36冊 17.0%

経済学部 178冊 6冊 35冊 41冊 23.0%

シラバス
掲載冊数

電⼦ブック
購⼊済 今回購⼊ 合計 ⽐率

全学教育
(教養科⽬) 1,884冊 39冊 49冊 88冊 4.7%

※ ⽂系の例



32
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参考︓電⼦ブック利⽤統計（前年との⽐較）

※ Maruzen eBook Library（丸善雄松堂）と KinoDen（紀伊国屋書店）の合計

臨時休館中



33休館中にできたこと - 4

臨時休館中 限定開館後 4⽉21⽇(⽕)〜8⽉4⽇(⽕)

全学教育科⽬ 「⼤学⽣のレポート作成⼊⾨
〜図書館を活⽤したスタディスキル〜」のオンライン授業

http://www.library.tohoku.ac.jp/literacy/report.html

【科⽬の概要】
・ 教員と図書館との連携により、全学
教育科⽬として2004年度から開講
・ 教室での講義＋図書館での演習

＋レポート作成 → 教員の添削 →
リライト → 教員のコメント返却

【今年度の対応】
・ オンライン授業︓各回の担当教員
が、リアルタイム配信、オンデマンド、
ラジオ形式から選択
・ 学⽣同⼠で各⾃のレポート初稿を

批評、より良い決定稿にして提出

http://www.library.tohoku.ac.jp/literacy/report.html


34休館中にできたこと - 5
SNSフォロワー数の増加（全国⼤学図書館での順位上昇）
臨時休館中 4⽉6⽇(⽉) 限定開館後 9⽉21⽇(⽉)
Twitter フォロワー数
全国4位 → 全国3位

Instagram フォロワー数
全国3位 → 全国1位



コロナ禍の東北⼤学附属図書館

(3) 開館再開後の感染防⽌対策



36開館後の感染防⽌対策 - 1
⼊館前の検温・消毒
⼊退室のトレーサビリティ

（サーモカメラ、消毒液、QRコード）

スタッフ間・利⽤者間の
フィジカルディスタンス

（アクリルボード、フットプリント）



37開館後の感染防⽌対策 - 2

プレ コロナ ウィズ コロナ

座席の間引き・間隔拡⼤



38開館後の感染防⽌対策 - 3

デスクトップPC 31台
貸出⽤ノートPC 30台

ゆったりした学習席に転換
（共⽤PCを⼀時的に撤去）

プレ コロナ ウィズ コロナ

【背景】 本学の⽅針として、今年度の新⼊⽣からノートPC必携化（BYOD）

共⽤PCの利⽤休⽌



コロナ禍の東北⼤学附属図書館

(4) 開館再開後の取り組み
〜⼤学とも歩調を合わせて〜



40東北⼤学の取り組み︓学⽣応援YouTube

https://www.youtube.com/watch?v=weiVded2v40

https://www.youtube.com/watch?v=weiVded2v40


41東北⼤学の取り組み︓未来の⼤学⽣へ

http://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-opencampus/

http://www.tnc.tohoku.ac.jp/online-opencampus/


42東北⼤学の取り組み︓同窓⽣に向けて

https://koyusai.shuyukai-tohoku-u.net/

https://koyusai.shuyukai-tohoku-u.net/


43Go To 図書館 キャンペーン - 1
対⾯による新⼊⽣向け図書館ガイダンスの再開



44Go To 図書館 キャンペーン - 2
オーダーメイド講習会の再開
（教員の希望によって内容を調整、ゼミ・研究室単位）

「⼼理学基礎実験」 講義
理学部

⽂学部
天⽂専攻



45Go To 図書館 キャンペーン - 3
館内ミニ展⽰ ノーベル賞

「⼥⼦⼤⽣の⽇」



46Go To 図書館 キャンペーン - 4
図書館のリアル空間活⽤をアピール

個室の活⽤
落ち着いた研究のほか、
オンライン授業の受講、
オンライン⾯接などにも

2m以上

1m以上

発
表
者

ゆったりした学習・研究空間

安全な学⽣交流の場として



47サイバー空間で︓職員研修

学内の図書系職員を対象に、職員がオンラインで
話す45分間（館⻑・副館⻑も視聴）
回 ⽉⽇ テーマ 担当

1 06/12 JUSTICEにおける出版社交渉の実際と今後の展開 課⻑

2 06/29 当館におけるグローバル・ラーニング⽀援 係員

3 08/04 狩野⽂庫研究会の活動について 主任,係員

4 10/26 授業における著作権 課⻑

5 12/09 業務のDX推進プロジェクト・チーム活動中間報告 係員

6 3⽉予定 東⽇本⼤震災における本館の状況 部⻑

図書館ウェビナー2020



48サイバー空間で︓デジタルアーカイブ推進 -1
漱⽯⽂庫デジタルアーカイブプロジェクト

⾃筆資料
（原稿, ⽇記, 書簡など）

書き込みのある蔵書https://readyfor.jp/projects/soseki-library

夏⽬漱⽯の⾃筆資料のデジタルデータ作成経費を
クラウドファンディング（2019年11-12⽉実施）で
確保、作業進⾏中

https://readyfor.jp/projects/soseki-library


49サイバー空間で︓デジタルアーカイブ推進 -2
狩野⽂庫デジタルアーカイブプロジェクト

国⽂学研究資料館の古典籍
電⼦化事業(2014年〜）に
より、国内外の⼤学等の所蔵
資料をデジタル化・公開

東北⼤学も事業開始当初から
拠点⼤学の⼀つとして参画

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/

https://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/


50サイバー空間で︓オンラインシンポジウム
狩野⽂庫デジタルアーカイブシンポジウム

YouTubeでオンデマンド配信中
https://www.youtube.com/channel/UCATWEZQkBor9DHCMR6I_0OQ

https://www.youtube.com/channel/UCATWEZQkBor9DHCMR6I_0OQ


51リアル空間 × サイバー空間で
館内展⽰ × 「あつまれ どうぶつの森」



東北⼤学における
業務・教育・研究のDXに向けて



53東北⼤学コネクテッドユニバーシティ戦略



54東北⼤学の取り組み︓オンライン事務化宣⾔



55学内 「業務のDX推進プロジェクト・チーム」

図書館からも若⼿職員が1名参画

CDO（最⾼デジタル責任者）
理事・副学⻑／情報シナジー機構⻑

事務機構⻑ 情報部⻑

情報部 特命課⻑ 〔WG統括〕

業務のDX推進プロジェクト・チーム
オンライン業務推進課 / 学内公募職員(37名) / 学⽣(Expert TA)

総⻑・プロボスト室

法務・コンプライアンス課

本部事務機構 各課・室

窓⼝フリーWG

・AIチャットボット構築
・翻訳業務のDX
・電⼦窓⼝

印鑑フリーWG

・押印廃⽌
・電⼦決裁への移⾏
・⽂書管理の電⼦化

働き場所フリーWG

・システム整備
・規定の整備・運⽤
テレワーク
フレックス制度

経営戦略DB PT

「東北⼤学
ダッシュボード」
学内各種業務
システムからデー
タを集約・統合,
経営戦略DBに
蓄積,
ウェブで公開



56教育・研究分野のDXの推進に向けて



57

構成員（19名）
理事・副学⻑(研究担当) 【リーダー】 ⼯学研究科⻑
理事・副学⻑／情報シナジー機構⻑ 情報科学研究科⻑
理事(産学連携担当) 電気通信研究所⻑
副学⻑／附属図書館⻑ 多元物質科学研究所⻑
総⻑特別補佐(研究倫理担当) 情報シナジー機構 助教
総⻑特別補佐(研究担当) 事務機構⻑
総⻑特別補佐(情報・評価担当) 総務企画部⻑，情報部⻑
⽂学研究科⻑ 研究推進部⻑
理学研究科⻑ 附属図書館事務部⻑
医学系研究科⻑ （事務局︓研究推進課）

研究環境DX推進⽅策検討タスクフォース
タスク
1. 研究データ管理・公開ポリシー策定
2. オープンサイエンスのための環境整備等の検討
3. 研究データ利活⽤と研究環境DXの推進に向けたアクションプランの策定

設置期間︓2020年10⽉1⽇〜2021年3⽉31⽇



58

構成員（9名）
総⻑特別補佐(情報・評価担当)【リーダー】 研究推進部研究推進課⻑
情報シナジー機構 助教 【サブリーダー】 研究倫理推進⽀援室⻑
サイバーサイエンスセンター⻑ 附属図書館事務部⻑
情報シナジー機構 特任准教授 附属図書館総務課⻑
産学連携機構 特任教授 附属図書館学術情報基盤係⻑
情報部オンライン業務推進課⻑ （事務局︓情報シナジー機構）

研究データ管理連絡調整ワーキング・グループ
設置⽬的
• 情報シナジー機構、研究推進部、図書館等の間で情報を共有し、また、それ
ぞれの効率的な作業実施を可能とすること。

• オープンサイエンス推進の⺟体となるタスクフォース設⽴に必要な事項を検討し
実現・実施すること。

• 短期的に検討し実現・実施する項⽬の洗い出しを⾏い、着⼿すること。
• 次のフェーズで検討し実現・実施する項⽬の洗い出しを⾏うこと。

設置期間︓2019年12⽉16⽇〜



59研究データ管理・公開ポリシーの策定準備中



60

収集・保存・研究 電⼦的蓄積・公開 世界発信

部局横断型デジタルアーカイブポータルシステムの構築

デジタル
アーカイブ
ポータル
システム

部局

部局未公開・公開中⽌

メタデータ集約

休眠コンテンツの
重要度に応じて
サルベージ

有期プロジェクトや
解散した研究室等

国際標準・
相互運⽤

国際的・
恒久的識別⼦

ライセンス管理

国内外のデジタル
アーカイブと連携

学内の全資源を
⼀括して可視化

連携を⽀える
技術を活⽤

附属図書館
狩野⽂庫、漱⽯⽂庫等

〔各部局で管理〕

総合学術博物館
⽣物、古⽣物、鉱物標本

史料館
⼤学史料、歴史公⽂書類

⽂学研究科
歴史資料、考古学資料等

東北アジア研究センター

歴史資料、⺠俗資料

各研究科・研究所
研究プロジェクト等
標本、試料、機器等

〜 各部局に点在する⽂化・学術資源 「東北⼤学の⾄宝」 を世界へ発信 〜

⽇本の分野横断型
統合ポータル

〔本事業による整備〕

全学のデジタルアーカイブ構築の加速化
予算
要求中



おわりに



62プレコロナに戻れるのか︖
例えばこれらはどのように︖

たくさんの⼈に来てほしい企画展⽰会

通常の開館時間（平⽇8-22時／休⽇10-22時）

学外者の通常利⽤

アクティブラーニングの場の提供



63参考︓⽂部科学省 協⼒者会議における検討内容

https://www.mext.go.jp/content/20200930-mxt_keikaku-000010097_7.pdf

⽂部科学省 今後の国⽴⼤学法⼈等施設の整備充実に関する調査研究協⼒者会議
「コロナ禍を踏まえたキャンパスの在り⽅について」（2020年9⽉ 公表）

https://www.mext.go.jp/content/20200930-mxt_keikaku-000010097_7.pdf


64東北⼤学附属図書館⻑からのメッセージ

http://www.library.tohoku.ac.jp/about/director/20210104.html

(2021/1/4)

http://www.library.tohoku.ac.jp/about/director/20210104.html


65

『⼤学図書館研究』 117巻
（2021年3⽉末発⾏予定）

⼩特集︓災害と図書館
⼩陳左和⼦
「災害時も⼤学図書館が動き続けるために
ー 震災, 台⾵, 感染症に遭遇した

東北⼤学附属図書館から －」
（査読中）

Coming soon …


